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ウ　「注」「文献」も同様の組み方とし、本文の文字数制限に含めるものとする。

（5）�図表は本文中に貼りつけず、ファイルを別にして提出すること。本文中では、その図表の掲載箇所
を、＜図 1を掲載＞というような形で明示する。なお、図表の挿入に必要とする「文字数」を確認



し、本文規定文字数よりその図表使用分文字数を減らして原稿を作成すること。
（6）�図表を引用する場合は、スキャナー等で画像データに変換し、（5）の規定に合わせて提出すること。

また、本研究科の論文執筆要項に従って、本文中の該当箇所に引用元を明記すること。
（7）�本文に続けて末尾に記載する「注」「文献」も同様の組み方とし、前記の文字数に含める。文献の記

載の仕方は、バンクーバー方式（『日本公衆衛生雑誌』等の執筆要領を参照のこと）、ハーバード方
式（『社会福祉学』『体育学研究』等の執筆要領を参照のこと）のいずれかに基づくものとする。

3 　著作権に関する事項
（著作権）
（1）�本誌及び関西大学の学術リポジトリに掲載された著作物の著作権（「複製権」「公衆送信権」「翻訳

権」「二次的著作物の利用権」等すべてのものを含む）は本学部に帰属するものとする。
（2）�本誌に掲載された個々の著作物について、著作権侵害等の紛争が生じた場合は、当該著作物の著作

権者である本学部の責任において処理する。
（3）�本誌に掲載された自らの著作物を書籍刊行等に利用する場合には、本学部の承認を得ること、また
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